
香
月
教
授
指
導

遍

上

人

の

名

号

観

一

四
回
7生

浄
土
学
研
究
室

西

岡

信

孝

一
遍
智
真
は

「
一
遍
聖
絵

」

コ

遍
上
人
縁
起
絵
」
に
依
れ
ば

延
応
光
年
豫

州
に
て
越
智
河
野
七
郎
通
広

の
子
と
し
て
生

誕
し
、

ヱ

ド

ご

ぼ

十
歳
悲
母
に
死
別
し
、
十
三
歳
鎮

酉

に
赴
き
、
爾
来
十

二
年
誼
空

門
下
の
聖
達
に
仕
え
、、
又
永
十

叫
年
夏
,、
熊
野
証
誠
殿

に
参
籥

し

て
、

「
六
十
風
人
頌

(
「
唱
遍
上
人
譜
録
」
巻

上
)
を
得

て
臥
後

十
六
年
間
、

「
す
て
丶
こ
そ
」

(
「
語

録
」
巻
上
五
)
の
化
益
に

身
命
を
惜

ま
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。

彼
の
唱
え
た

「
独

δ

名
瑟

(
「
語
堡

巻
下
"
藁

)

の

思
想
ば

、
法
然

の
専
修
念
伝
の
流
れ
を

ぐ
み
.な
が
ら
、
ζ
れ
を
そ

の
ま
ま
継

承
し
た
も
の
で
は
な
く
、
証

空
の
西
山
義
を
基
礎
に
し

道
元
の
禅
思
想
の
影
響
を
受
け
る
と
共
、に
、
神
祗

に
接
近
し
、
独

自
の
念
仏
思
想
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。

今
、
紙
面
の
闘
係
上
、
矛

」
章

.「
名

号
観
の
教
理
的

背
景
」
、の

中
よ
り
、
、特
に
機
法

一
体
よ
り
み
だ

名

号
観
を
述

べ
て
、

一
遍
の

名
号
観

の

一
端
ど
し
た
い
,。

別
願

超
世

の
名
号

(
「
語
録
」
巻
上

)
、
に
於
け
る
南
無
阿
弥
陀

仏
に
つ
い
て
、
証
空
は
弥
陀
の
正
覚
自
体

に
衆

生
往

生
の
行
体
が

具
わ
つ
て

い
る
と
い
i
正
覚
往
生
同
時

一
体
説
を
た
て
、
南
無

y

る
衆

生
は
行
体

で
あ
る
阿
弥
陀
仏
に
既

に
具
わ
つ
て
い
る
と
い
う

一�0一
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施
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い
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︒



意
味

の
機
法

一
体
を
説
や
。
証
'空
は

「
述
誠
」
、に

今
此
本
願

の
名
号
に
は
、
五
劫
思
惟

の
心
内
に
南
無
め
衆

生
を

の
せ
て
願
じ

、
兆
載
永
劫
の
萬
行
は
流
転

の
我
等
ど
彭
の
為

に

行
じ
て
仏
の
方
よ
ヶ

ぞ
南
無
阿
弥
陀
仏
と

一
つ
に
成
じ
、
凡
夫

往
生
の
仏
と
は
な
り
給

へ
り
。

と
の
べ
て
、
弥
陀
の
正
覚
の
覚
体
の
成
就
す
る
所
、
そ
こ
に
は
南

無

の
衆
生
あ
り
と
す
る
。
こ
の
仏
の
方
よ
り
南
無
阿
弥

陀
仏
に
な

る
事
を
更

に

「
述
誠
」

に
は
、

.
仏
の
方
よ
り
衆

生
を
追
あ
り
き
給
ひ
け
る
上
は
云
々
。

と

の
べ
て
お
り
沸
機

の
法
よ
り
弥
陀
に
南
無

す
る
は
、
自
力
で
あ

り
、
弥
陀
が

「
衆

生
を
追
あ
り
き
給

ひ
け
る
」
所
が
、
証
空
の
説

く
機
法

畔
体
の
趣
旨

で
あ
る
。

こ
の
証
空
の
説
を

一
遍
は

「
語
録
」
巻
下
十
に
、

念

々
不
捨
者
と

い
ふ
は
。
南
無
阿
弥
陀
仏
の
機
法

一
體
の
功
能

な
り
。
或
入

の
義

に
は
機
に
付
と

い
ひ
。
或
は
法
に
付
と
も
い

ふ
。
い
つ
れ
も
偏
見
な
ケ
。
云
々
。
其
ゆ

へ
は
機
法
不
二
の
名

号
な
れ
は
冷
南
無
阿
弥
陀
仏
の
外
に
能
帰
も
な
く
又
所
帰
も
な

き
故
な
り
。

と
述

べ
、
証
空
の
弥
陀
が
、衆
生
を

「
追

あ
り
き
給
」
う
を
超
越
し

て
、
各
号
自
身

に
南
無
と
阿
弥
陀
仏
の
能
帰
所
帰
を
含
ん
で
い
る

と
説
く
、。
即
ち
、
同
巻
下
四
十
九
に
は

、

南
無
と
は
十
方
衆
生
な
り
。
六
字
を

し
は
ら
く
機
と
法
と
覚
と

の
.三
に
開
し

て
。
終
に
は
三
重
か

一
體
と
な
る
な
り

。

と
し
て
、
`
火
は
薪
が
な
げ

れ
ば
滅
す
る
如
く
、
機
も
法
も
尽
き
れ

ば
、
甫
無
、阿
弥
陀
仏
に
は
能
帰
の
衆

生
も
、
所
帰

の
阿
弥
陀
仏
も

な
い
と
説

ぎ
ト
機
法
を
た
て
る
こ
と
は

病
気
に
応

じ
て
薬
を
与
え

る
如
く
で
あ
つ
て
、

迷
糎
.機
法
を
絶
し
自
力
他
力

の
う
せ
た
る
を
不
可
思
議

の
名
号

と
も

い
ふ
な
り
。

と
結
ん
で
い
る
。
か
く
て
、
証
空
は
、

「
略
安
心
鈔
」
に
ザ
、レ
ハ

我
等

力
心
ヲ
パ
南
無
ト
モ
云
ヒ
彼
ノ
仏
ノ
.我
等

ヲ
摂

シ
有
ヲ

ハ

阿
弥
陀
ト
云
彼
此

一
二
成
合
ビ
タ
ル
姿

ヲ
即
チ
仏

ニ
テ
オ
ハ
シ

マ
ス
処
ヲ
南
無
阿
弥
陀
仏
ト

ハ
申

ナ
リ
。

と
説
き
、
枯
本

に
火
を

つ
け
て
レ
、火
が
木
を
焼
ぎ
、
そ
の
火
、
木

に
寄
合

っ
て

「
お
き
」
と
な
れ
ば
、
何
れ
を
火
、
何
れ
を
木
と
も

分
け
ら
れ
な

い
。
是
を
機
法

一
体
を
成

ず
る
信

で
あ
る
と
の

べ
て

一11-・



い
る
♀

之
に
対

し
～
、扁
遍
は

「
語
録
」
巻
下
五
十
に
、

南
無

は
始
覚
の
機
。
阿
弥
陀
仏
は
本
覚

の
法
な
り
。

し
か
れ
は
始
本
不
二
め
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
。

と
し
て
、
十
劫
に
弥
陀
は
南
無
阿
弥
陀
仏
を
以

つ
て
名
号
と
し
、

そ

の
体

と
し
、
そ

の
本
願
と
し
、
十
方
衆

生
を
摂
し
た
も
う
の
で

あ
り
、
名
号
は
、
結
局
、
弥
陀
の
正
覚
と
衆

生
の
往

生
と
の
相
関

関

係
を
含
む

も
の
で
あ
る
と
論
ず
る
。

一
遍
の
機
法

・一
体
の
名
号
観
は

コ
バ
十
萬
人
頌
」
の
矛

一
句

「
六
字
名
号

一
遍
法
」
で
そ
の
決
着
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
賞
山

の

「
神
曷
撮
要
鈔
」
に
は
、

一
者
則
是
理
也
性
也
。
遍
者
即
是
事
也
相
也
。
謂

一
理

一
切
理
。

一
性

一
切
性
。
理
遍
法
界
故
諸
法
実
相
。
.色
心
事
理
性
相
不
二

也
。
云
々
。

一
遍
法
者
六
字
名
号
是
萬
法
総
名
也
。

鳳
遍
法
是

名
号
所
在
萬
法
即
事
理
真
俗
等
也
。

と

の
べ
る
処

で
あ
り
、

「
十

一
不
二
頌
」

人
「
語
録
」
巻
上
V
で

窺

わ
れ
る
十
劫
正
覚

の
弥
陀
は
衆

生
の
往
生
に
よ

つ
て
、
弥
陀
と

し
て
完
成
し
、
衆
生
の
往

生
は
、
亦
、
彼
の
正
覚
に
よ
り
て
成
就

さ
れ
る
事
を
更
に
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。

日

道
元
は
渥
槃
経
の

「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
を
《

す
な
は
ち
悉
有
は
仏
性
な
り
。
悉
有

の

一
悉
を
衆
生
と
い
ふ
。

(
「
正
法
眼
蔵
」
巻
二
三
仏
性
)

と
解
釈
し
て
い
る
。
本
来
、

一
切
衆
生
は
悉
く
仏
性
を
有
す
る
が

故
に
衆

生
は
可
能
態

に
於
い
て
、
内
在

す
る
仏
性
を

一
歩
々
々
と

何
等
か
の
程
度

に
実
現
し
つ
つ
、

つ
い
に
之
を
完
全
に
実
現
す
る

と
論
ず
る
の
で
あ
る
。

所
が
道
元
は
悉
有
は
仏
性

と
し
て
、
衆

生
と
仏
性

と
の
間
の
発

展
的
関
係
を
否
定
し
て
い
る
。

、
一
切
衆
生
は
有
心
者
み
な
衆
生
な
り

。
心
是
衆
生
な
る
が
ゆ
ゑ

に
。
無

心
者
お
な
じ
く
衆

生
な
る

べ
し
。
衆
生
是
心
な
る
が
ゆ

ゑ
に
。
し
か
あ
れ
ば
心
み
な
こ
れ
衆

生
な
り
。

(同
巻

二
三
仏

性
)

と
の

べ
、
更
に
、

(同
巻
三
八
、
身
心
学
道
)
に
の

べ
る
、

向
来
は
た
y
こ
れ
心
の

一
念

二
念
な
り
。

嚇
念
二
念

は

一
山
河

大
地
な
り
。
二
山
河
大
地
な
り
。
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の
立
場
に
た
つ
て
、
草
木
国
土
、
日
月
星
辰
は
心
で
あ
り
、
そ
の

故

に
衆

生
で
あ
り
悉
有
は
仏
性

で
あ

る
と
説
く
。

し
か
あ
れ
ば
こ
の
山
河
大
地
み
な
仏
性
海
な
り
。
云
々
。

山
河
を
見
る
は
仏
性
を
見
る
な
り
。

(同
巻
二
、
三
、
仏
性
)

真
如
仏
性
の
な
か
に
い
か
で
か
、・
草
木
等

あ
ら
む
。

草
木
等
い
か
で
か
真
如
仏
性
な
ら
ぎ
ら
む
。

(同
巻
六
九
、
発

無

上
心
)

と
云

つ
て
、
個
々
の
自
然
界
の
事
物
を
直
ち

に
、
真
如
仏
性
と
み

我
々
の
住
む
世
界
に
、
夫

々
の
特
殊
相
を
以

っ
て
現
わ
れ
る

一
切

の
存
在
以
外
に
、
そ
の
体
と
名
づ
け
る
実
体
的
存
在
を
否
定
し
て

い
る
。

こ
の
道
元
の
い
う
悉
有
は
仏
性
と
論
ず
る
生
仏

一
如
は
、
現
実

の
自
己
を
顧
み
る
時
、
対
象

に
と
ら
わ
れ
て
い
る
我

で
あ
る
。
そ

こ
を
道
元
は
、

(
「
正
法
眼
蔵
」
巻

六
即
心
是
仏
)
に

い
ま
た
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
せ
ざ
る
は
、
即
心
是
仏
に
あ
ら
ず
。

と
云

い
、
ま
た

「
普
勧
坐
禅
儀
」

に

唯

務
二打

坐
噛。
の
必
要
性

を
説
く

の
で
あ
り
、
坐
禅
は
羝
管
打
坐

ハ
「
正
法
眼
三
昧
王
三
昧

蔵

」
巻
七
二
)
、
た
だ
打
坐
と

い
う
時
は
打
坐
の
み
の
世
界
を
勧

め
る
9

一
遍
は
、

と
な
ふ
れ
は
仏
も
わ
れ
も
な
か
り

け
今
云
、々

。

と
詠

つ
て
、
名
号
は
有

に
も
無
に
も

あ
ら
ず
、
、
た
ズ
声

に
任
せ
て

と
な
え
る
時
に
、
生
死
を
離
れ
る
事
が
で
ぎ

る
と
の
べ
て
い
る
。

道
元
が
意
味
し
た
悉
有
仏
性
は
、

剛
遍
に
於

い
て
今
他
力
不
思

議
の
名

号
は
自
受
用
の
智
な
り
云

々
。
自
受
用

と
い
,ふ
は
。
水

か
水
を
の
み
火
か
火
を
焼
か
こ
と
く
。
松

は
松
竹
は
竹
。
其
體

を
の
れ
な
り

に
生
死
な
き
を

い
ふ
な

り
。

(
「
語
録
」
巻
下
十

四
)

と
告
げ
る
処
で
あ
り
、

衆
生
我
執
の

一
念
に
ま
よ

ひ
し
よ
り

己
来
既
に
常
没

の
凡
夫

(

η
語
録
L
巻

下
十
四
)

に
は
、
こ
こ
ろ
な
き
こ
こ
ろ
、
換
言
す
れ
ば
、

領
解
す

と
い
ふ
は
領
解
す

へ
き
法

に
は
あ
ら
す
と
意
得
る
云
々
。

(
「
語
録
」
巻
下
四
七
)

一
念

に
名
号
に
帰
入
す
る
処
に
、
名
号
が
名
号
を
聞
く

(
「
語
録
」

巻
下
七
十
)
世
界
が
開
け
る
の
で
あ
る
。
.

こ
の
世
界
こ
そ
悉
有
仏
性

の
世
界
で
あ
ろ
う
。
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四

釈
迦

一
代
の
聖
教
の
所
蠱
は
、
bた
穿
名
号
で
あ
る
止
説
く

(
「
語
録
」
巻
下
)

一
遍
に
あ
つ
て
滋
嘱

六
享
名
号
は
称
陀
乏
衆

生
の
こ
を
認
め
な

い
不
二
の
姿

で
あ
る
。

人
が
仏
に
念
仏
す
る
の
で
な
く
、
仏
が
入
に
念
仏
を
求
め
る
の

で
な
く
、
念
仏
が
自
ら
念
仏
す
る
の
で
あ
る
。

我
體
を
捨
て
南
無

阿
弥
陀
仏
と
独

一
な
る
を

一
心
不
乱
と
い
ふ

な
り
。
さ
れ
は
念
々
の
称
名
は
念
仏
か
念
仏
を
申
な
り
。

(

「
証
關
舶録
」
巻
下
十
六
)

と
説
き
、
更
に
、

名
号
に
心
を

い
る
る
と
も
、
こ
こ
ろ
に
名
号
を

い
る

へ
か
ち
す
。

(
「
語
録
」
巻
下
二
九
)

と
し
て
、
衆

生
の
妄
執
を
捨
て
し
め
る
の
で
あ
る
。

熊

野

の
御
示
現
に
よ

つ
て
他
力
本
願

の
深
意
を
領
解
し
た

一
遍

の
ま
え
に
は
、

心
儡
の
さ
は
く
り
有

へ
伽

鵬
サ
⑩
此
心
は
よ
き
時
略

あ
し
き
時

も
迷
な
る
故

に
。
出
離
の
要
と
は
な
ら
す
ぬ
南
無
阿
弥
陀
仏
か

往
生
す
る
な
り
。

(
「
語
録
」
巻
下
八
五
)

の
確

信

は

、

ま

た

、

領

解

す

と

い

ふ

は

領

解

す

へ
き

法

に

あ

ち

す

。

と
ま

で

に

衆

生

の

凡
情

を

捨

て

し

め

、

か

く

で
名

号
に

帰

入

の
後

は

、松

は

松

竹

は
・竹

。

其

體

を

.の
れ

な

、り

に

生

死
,な

き

を

い

ふ
。
・

自

受

用

の

境

に

住

す

る

の

で

あ

る

。

称

え

る

端

的

は

、

仏

も

わ

れ

も

な

く

、

た

y
南

無

阿

弥

陀

仏

な

む

あ

み

た

仏

め

唯

一
念

仏

の
世

界

が

存

在

"ず

る

の

み
、で

あ

る

。

こ

の

称

え

る
端

的

。

南

無

の

願

心

を

発

さ

ん

が

為

に

、

'

旅
衣
木
の
根
か
や
の
根

い
つ
く
に
か

身
の
捨
ら
れ

ぬ
処

あ
・る

へ
き

(
コ
語
録

」
巻
上
)

と
、
仏

に
よ

つ
て
行
ぜ
ら
れ
る
他
力

利
他

の
成
主
業

の
念
仏
行
の

み
の
愉
悦

の
申
に

一
遍
は
賦
算
、
踊

躍
念
仏
に
生
涯
を
送
る
の
で

あ
つ
た
。

我
等
は
下
根
の
も
の
な
れ
は
。

一
切
を
捨
す
は
定

て
臨
終
に
諸

事
に
著
し
く
往
生
を
し
損
す

へ
き
な
と

の
べ

て
、

一
切
を
捨
.離

し
て
い
る
。

「
十

一
不
二
頌
」
を
得

で
舎
宅
田
園
を
す
て
、
恩
愛

眷
属
を
は
な
れ
て
、
衆
生
を
利

益
し

よ
う
と
、

一
所
不
住
の
遊
行

一 丁4-一



に
出
で
た

一
遍
は
、
俗
人
的
家
庭
生
活

を
営
な
ん
だ
が
故

に
、
・ま

交
沙
弥
教
信
凌
慕
う
の
で
あ

つ
た
。

衣
も
常

に
淀
め
な
し
云

々
。
有
に
任

て
身
に
ま
と
ひ
云

々
。

命
を
さ
さ
ふ
る
食
物
は
あ
た
り

つ
き
た
る
其
ま
ま
に
云
々
。
同

朋
も
と
め
て
何
か
せ
ん
。

(
「
語
録
」
巻

上

百
利

口
語
)

と
告
白
す
る

一
瀬
は
、
現
実
の
世
界
の

一
切
を

お
も

ひ
と
思
ふ
事
は
み
な
、
叶
は
ね
は
こ
そ
か
な
し
け
れ
。

(同
)

と
否
定
し
孤
独

の
寂
静
の
中
に
、
称
え
れ
ば
仏
も
我
も
な
き
法
悦

を
か
み
し
め
て
、
賦
算
に
踊
躍
念
仏
に
、
生
涯
を
送
つ
た
聖
で
あ

つ
た
。

以

上

称

名

論

加

藤

光

照

自
分
が
将
来
に
か
け
て
の
希
望
と
誓
願
を
こ
め
て
、
そ
の
正
し

い
、
力
強

い
出
発

の
為
に
も
と
、
あ

え

て
、
称
名
の
問
題
を
選

び
、

そ
の

一
端
で
も
知
冖り
た

い
と
こ
こ
に
称
名
論
と
題
し
た
の
で
あ
る
。

五
濁

の
世

に
朋
日
の
自
分
を
造

る
拠

と
す

る
法
然
上
人
の
称
名
観

を
昌
指
し
て
、
そ
の
起
源
及
び
展
.開
を
究

明
し
た
い
と

思
う
。
今

都
合
上
、
特

に
浄

土
三
部
経
を
中
心

と
し
、
浄
土

の
各
祖
師
を
そ

の
対
象

に
し
て
、
論
を
進
め
る
こ
と
に

し
た
い
。

先
ず
三
部
経

の
往
生
行

に
於
け
る
称
名

の
昌成
立
を
考
察
し
な
～

て
は
な
る
ま
い
、
こ
の
問
題
を
述
べ
る

に
当

つ
て
、
・そ
の
聞
題
の

眼
目
と
見
ら
れ
る
、
無

量
寿
経

の
四
十
八
願

の
中
、
津
十
八
願
を

中
心
に
し
て
、
生
因
願
に
於
け
る
往
生

行
が
無
量
寿
経
異
訳
経
典

に
如
何
な
る
段
階

を
も

つ
て
成
立
し
来

り
、
そ
れ
が
三
部
経
を
通

し
て
、
い
か
な

る
往
生
行
を
生
み
出
し
、
称
名
の
成

立
を
見
た
か
、

歴
史
的
、
思
想
的
に
論
じ
た
い
と
思
う
。
無
量
寿
経
異
訳
経
典
の

成
立
は
、
二
十
四
願
経
よ
り
三
十
六
願
経
を
経
て
、
四
十
八
願
経

に
発
展
す
る
も
の
で
、
そ
の
最
も
古

い
と
さ
れ
て
い
る
大
阿
弥
陀

経
に
は
、
生
因
願
と
し
て
矛
五
、
才
六

、
才
七
の
三
願
が
見
ら
れ
.

る
が
、
そ
の
往
生

の
因
臚

「
作
憲
閑、
分
檀
布
施
、
斉
戒
清
浄
」
等

の
、
あ
く
ま

で
も
善
根
を
積
む
こ
と
に

あ
る
。
こ
れ
ら
の
生
因
願
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